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初
秋

の
昼
下
が
り
―

。
東
京

都

台
東

区

の
谷
中

霊
園

を
訪

れ

た
。

ひ
と
き

わ

大
き

い
墓

所

で
、
日
を

開

じ

、
直

立
不

動

の
ま
ま

何

事
か

つ
ぶ
や
く

。
本

降
り

の
気

配
が

あ

っ
た
折
か
ら

の
小

雨
は

、
不
思

議

と
や

ん

で
い
た

。

墓

碑
名
は

、
活
版
印
刷

を

世

に

広
め
た

こ
と

で
知

ら
れ

る
平

野

冨

二

（
１
８

４
６

～
１
８

９

２

）
。

総
合
重

機
大
手

Ｉ
Ｈ

Ｉ

の
源
流

と

な

る
石
川

島

平
野
造
船

一所
の
創
始

者

で
も
あ

る

。時
は

江
一Ｆ
期
。

「
ペ

リ

ー
来
航

」

に
慌

て
た
徳
川

幕
府

は

、
水

戸
藩

に
命
じ

て
隅

田
川

河

口
沿

い

に

官

営

造

船

所

を

建

て

た

。
そ

の
後

、

こ
れ
を

引
き

継
ぎ

「
日
本

初

の
民
間

の
洋
式
造

船

所

」

を
設
立

し

た
実

業
家
だ

。
明

・壺

初

期

、
文

明
開

化

の
こ
ろ

で
あ

る

。

造
船
業
か

，堕
菫
工
業

へ
と
業

容

を
広
げ

、

日
本

の
近
代

化

の

一
翼

を

担

っ
た

平

野

は

長

崎

市

の
出

身

。
ち

ょ
う

ど
今

年
が

没

後

１

２

０
年

の
節

目
に
当

た

る

。

釜

の
大

先
輩

で
あ

る
。

□

知

つ 財
（翻

紀

京

　
豊
洲

に
あ

る
本
社

２５
階

で
、

社

長

の
伊
藤

源

嗣

１
当
時

（７０

）
―

と
向
き

合

っ
て
い
た

。

「
次

＾
の
社

長

）
を

君

に
や

っ

て
も

ら

い
た

い
」

「
他

に
適

任
者
が

い
ら

っ
し

ゃ

る
と

思

い
ま
す

」

「
い
や

、
ぜ

ひ
に

。
猶

予
は

１

日
だ

け
だ

」

饉
国の丸造船鰺思い熱く

Ｉ
Ｈ

Ｉ
は

、
産
業
界

の
名
門

企

業

で
あ

る

。
１
９
６

０

（
昭
和
禍

）

年

、
石
川

島
重

工
業
と

播
磨

造
船

所
が
合
併

し

て
、
現
在

の
母
体

の

石
川
島
播

磨
重

工
業
が

で
き

た

。

歴
史

と
も

の
づ

く
り

へ
の
こ
だ
わ

り

に
加
え

、
政
財
界

に
発
言
力

を

持

つ
個
性

派
ト

ッ
プ

を
霊

出

し

て

き

た

こ
と
も

名

門
た

る
由

縁
だ

。

筆
頭

は
石
川

島
播
磨

薫
工
業

の

初
代

社

長

で
元
経

団
連

会

長

の
故

土
光

敏
夫

。

「土

光
臨

調

」
と

評

さ
れ

た
政
府

の
行
財

政
改

革
を

仕

切

っ
た

。
そ

の
柱

の

一
つ
と
な

る

日

本

電

信

電

話

公

社

の
民

営

化

は

、
後
進

の
社

長
故
真
藤
恒

が
引

き

継
ぎ

、
公
社

の
最

後

の
総
裁
と

Ｎ
Ｔ

Ｔ
初
代
社

長

に
座

っ
た

。
５

代

目

の
故
稲

葉
興

作

は

日
本

商

エ

会

議
所

会
頭

を
務

め
た

。

重
責

を
老
〓
え
抜

い
た

。

「断
れ

ば

即

、

会

社

を

去

る

こ

と

に

な

る

」
。
帰
宅

後

、
遼
巡

（し

ゅ
ん
じ

ゅ

ん

）
す

る
気

持

ち

を
打

ち

明

け

た

妻

は

、
背

中

を

押

し

た

。
「や

っ
て

み
ら
れ
た

ら

い
か

が

で
す
か

」

年

長

の
取

締
役

７
人

を
飛

び
越

す
抜

て
き

人
事

。
関

係
会
社

１

９

１
社

、
全

従
業

員

２

万
人
超

を
率

い
る
８
代

目
に

就

い
た

。

コ
畢
栞
看
動

の
成

果
と
課

題
は

財

務

の
数

値

に

集

中

し

て
表

れ

る

。
課
題
も

、
解
決

の
た

め

の
対

策

も
十

分

に
把
握

し

て

い
る

つ
も

り
だ

」

ｏ
０７
年

４

月

の
就
任

時

、

社
内

外

に
強

い

メ

ッ
セ

ー
ジ
を

発

し
た

。
バ
ブ

ル
経
済
崩

壊
後

、
業

績
は
伸

び
悩

み

、
社

内

に
は

成

長

へ
の
期
待

感

が
充
満

し

て

い
た

。

出
勢
惚
型
出
身
の
新
ト
ーン
プ

に
求
め

ら
れ

た

の
は

、
特

定

の
事
業
や

商

品
群

に
と

ら
わ

れ

な

い
経
営

の
バ

ラ

ン
ス
感
覚

だ

っ
た

。

し

か
し

、

そ

の
年

の
冬

、
足
元

を
す

く
わ

れ

る
厳

し

い
試
練

に
直

面
し
た

。

「ポ

ト

ム

（底

）
だ

っ

た
」
と

い
う
危

機

で
あ

る

。

「
エ
ネ

ル
ギ

ー
　

プ

ラ

ン
ト
事

業

で
巨
額

損
失

　
過
去

の
決
算

を

赤
字

に

訂
正
」

。
国
内

有
数

の
企

業
が

、
有
価

証
券
報
告

書

を

大
幅

訂

正
す

る

の
は

異
例

の
事
態

。　
一

気

に

、
上
場
維
持

の
瀬

戸
際

に
立

た
さ
れ

た

。
株
主

総

会

で
は

罵

声

が

飛
び

、
市

場

と
取
引

先

の
信

任

を
失

っ
た
社

員
た
ち

は
悲
痛
な

表

情
を

隠

さ
な

か

っ
た

。

選

択
肢
は

二

つ
。
引
責
辞

任
か

、

続
投
か

。
周
囲

の
支
え

を
受
け

「
ト

ッ
プ
を

続
け

る

の
が

役
割

。
は

い

上
が

る
」
と

腹
を
決

め
た

。
国
内

外

の
事

塞

所
を
行

脚

し

、
幹
部

、

現
場

従
塞

員
と
対

話

を
続

け
た

。

報
酬
は

半

年
間

返
上
し
た

。
多

岐

に
わ
た

る
事
業

単
位

ご
と

の
業

務

を

見
直
し

、
内

部

管

理
体
制

を

再

構
築

し

て

い

っ
た

。

結

果
は

、
持
論

の

「数
値

」
に

表
れ

た

。
Ｈ
年
３

月
期

決
算

で
過

去

最
高

益

を
た

た
き
出
し

、
事
態

は

反
転

。
世
界

経

済

が
落

ち

込

ん

だ

リ

ー

マ
ン

シ

ョ
ッ
ク

、
福
島
県

に
あ

る
航
空

エ
ン
ジ

ン
部
門

の
主

力

工
場

か
被

災
じ

た

東

日
本

本

晨

災
と
相
次

ぐ

危
機

に
も

対

処

し

、

成

長
路
線

へ
の
道
筋

を
引

い
た

。

「
私

の
顔
は

明

る
く
見
え

ま
す

か
」

。
常

に
、
秘
書

に

問
う

て
き

た

。

「経
営

者
は

ど

ん
な

難

局

で

も

明

ス
γ

ｎ
理
］
き
に
。
空

一番

刈
で

も

い

い
ん

で
す

」

。
全

て
を
注

い

だ
社

長
在

任

５
年
だ

っ
た

。

園

［

蜆

愕

旧
森
山
村

で
生
ま
れ

、
そ

の
後
長

崎

市

に
転

居

。
高
校
卒
業
ま

で

の

多
感

な
時
期
を
同
市

で
過
ご
し
た

。

学
校

の
遠

足

で
は

稲
佐

山

の
頂
き

を

目
指
し

た

。
道
す
が

ら

、
大
型

ク

レ
ー

ン
の
重
低
音

が

う
な

る
方

向

に
目
を
や

る
と

、
パ

ッ
と
広

が

る
独
特

の
港

の
景
色

が
あ

る

。

こ

菱
重

工
長
崎
造
船
所

の
ド

ッ
ク
だ
。

今

日
よ

り

明

日
、
明

日
よ
り

未

来
―

。
高
度

経
済

成

長

で
国

民
が

豊
か
な

暮

ら
し

を
実

感

し

て

い
た

こ
ろ

で
あ

る

。
合

同
選

抜

で
県
立

長
崎

西
高

に
入
り

、
勉
強

は
よ
く

で
き

た

。

「
い
わ
ば

田
舎

の
優
等

生
だ

っ
た

」

。
東
大

に
も
現

役

で

9

合

格
し
た

。
高
校

、
大
学

と
そ
れ

ぞ
れ
赤

士

τ

壺

勁
、
一
峯

サ

ー
ク

ル

で
奉

仕

の
精
神

に
も

触
れ

た

。

た

だ

、
将

来

の
姿
は

明
確

に
描

け

ず

、
教

師
か

、
学

者

に
な

う

つ
と

漠
然

と
考

え

て
い
た

。

「読

ん

で
い
る
本
か

ら
し

て
全

然
違

っ
て
い
た

。

こ
れ
は

か
な

わ

な

い
な

あ

と
感

じ

て
い
た

」

と

い

う
友

人

た
ち

に
囲
ま
れ

た
東
京
碁
¨

ら

し

の
中

で
、
職
業
観

は
大

き
く

揺

ら

い

で
い

っ
た

。
時

代

の
花

形

は

金
融

、
繊
維

、
鉄
鋼

、
そ
し

て

造
船
だ

っ
た

。

友
人

か
ら

紹
介

さ
れ

た
東

大

０

Ｂ

の
社

員

の
ひ
と

言
が

、
入
社

の

き

っ
か

け
だ

。

「新
進

の
気

質

が

あ

る
、
い

い
会
社
だ

よ

」
と

。

「
長

崎
出
身
だ
か
ら
、
三
菱
を
志
望
し

て
長
崎
造
船
所
へ
、
と
は
思
わ
な

か
っ
た
。
せ
っ
か
く
東
京
に
出
て

き
た
ん
で
す
か
ら
」
。　
一
方
で
、

「実
業
に
就
く
、
と
い
う
思
い
だ

け
は
強
く
残
っ
た
。
就
職
先
は
メ

ー
カ
ー
か
な
、
と
。
お
そ
ら
く
、

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
造
船
を
見
て
き

た
か
ら
で
し
ょ
う
」
。

鳳

鯰

雲

合
本
十
と
の
間
で
造
船
事
業
を
統

〈
Ｆ
し
て
、
新
会
社

「ジ
ャ
バ
ン

マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
」
が
誕
生

す
る
。
こ
こ
で
、
自
社
の
名
は
消

え
る
こ
と
に
な
る
。

「歴
史
も
、
技
術
も
、
プ
ラ
イ

ド
も
あ
る
。

『悲
し
い
』
と
い
う

人
が
い
る
が
、
造
船
を
続
け
る
に

は
有
力
な
選
択
肢
だ
」

社
員
ら
の
心
情
は
よ
く
分
か

る
．
１
９
７
０
年
代
、
当
時
の
呉

造
船
所

（広
島
県
呉
市
）
に
勤
務

し
て
い
た
と
き
、

「世
界
を
目
の

当

た
り

に
し

た

」
と

い
う
体

験
を

得

る

。
世

界
最
大

だ

っ
た

５０
万
ナ

級

タ

ン
カ

ー

「
グ

ロ
プ

テ

ィ

ッ
ク

ト

ー
キ

ョ
ー
」
の
建
造

、
引
き

渡

し

で
あ

る
。
世

の
中
に
先
駆

け
た
も

の
づ
く
り
、
新
進

の
精
神

に
身
震

い

し

た

。
そ
し

て
、
誇
り

を
感

じ
た

。

い
ま

、
国
内
造

船
業
は

岐
路

に

立

つ
。
韓

国
　

中

国
勢

と

の
最
簗

ロ

激

化

、
円
高

、
世
界
的
な

設
備
過

多

に

よ

る

実

需

と

の
ギ

ャ

ッ
プ

‥
。
事
業

統

合

で
規

模

を
大
き

く

し

、
交
渉
力

を
高

め

る
戦

略
を

選

ん
だ

。

「
日
本

で

一
番

、
世
界

で

有
数

の
造

船
会
社

を

目
指

す

。
勝

ち

抜

い

て
、
勝
ち

組

に
な

る
」

。

熱

い
思

い
は

よ
ど

み
な
く

続
く

。

「
何

と
し

て
も
造

船

を
続
け

る

こ

と

自

体

が

日

本

の
プ

ラ

ス

に

な

る

。
　

″
日

の
丸
造

船

″
が

こ
れ
か

ら

も
勝
ち

残

る
た
め

の

一
つ
の
方

法

だ

と
判
断

し
た

」

国
内

の
主

力
造

船
会
社

で
組
織

す

る

日
本
造

船

工
業
会

の
会

長
も

任

さ
れ

て
い
る

。

創
始

者

の
平

野
富

二
の
遺
志

を

連

綿

と
継
ぎ

、

Ｉ
Ｈ
ｌ
は

陸
海
空

と

宇
宙

の
４
分

野

で
国

の
成

長
を

支

え

る
産
業

基
盤

を
創

り
出

し

て

き

た

。
日
本

の
重

工
業
史

と
も

重

な

る

そ

の
営

み
が

危
機

に

ひ
ん
じ

た

と
き

、
巡

っ
て
き
た

経
営
ト

ッ

プ
は

平
野

冨

二
以
来
と

な

る
長
崎

出

身

の
釜

で
あ

っ
た

。
企

業

の

″誕

生

と

再
生

″

で
脈

を

つ
な

い
だ

同

郷

の
２
人

。
奇

縁

で
あ

る

。

Ｉ

Ｈ
Ｉ
は
時

に

、
社

風
や

旧
財

閥

系
企
業
と

比

し

て

「
野
武
士

集

団

」

と
評
さ
れ

る

。

「常

に
新
し

い

こ
と

に
挑

み

、

い最
後
ま

で
や

り
遂
げ

る
企

業
家
精

神

。
そ

の
Ｄ

Ｎ

Ａ
を
も
う

一
度

活

性

化
し

て
い
き

た

い
。
わ

れ
わ

れ

に
欠
け

て
い
る

の
は

事
業

の
ス
ピ

ー
ド

、
ビ
ジ
ネ

ス
感
覚

。
新
し

い

野
武

士

塞

団
を
追

い
求
め

る
」

基

前

に
誓

っ
た

の
は

、

こ

の
思

い
だ

っ
た

の
か

も

し
れ

な

い
。

（河

野
隆
之

）

か
ま

・
か
ず
あ
き
　
１
９
４
８

（昭
和
２３
）
年
１２
月
２６
日
、
旧

北
高
来
郡
森
山
村

（現
諌
早
市
森
山
町
）
生
ま
れ
。
長
崎
市
立
稲

株
不
、
回
堕
甲
、
日
立
長
崎
酉
高
、
古李
〈経
済
室
雪
午
。
７‐
年
、

石
川
島
播
磨
重
工
業

（２
０
０
７
年
７
月
１
日
か
りヽ

「Ｉ
Ｈ
Ｉ
」

に
商
号
変
更
）
入
社
。
０４
年
６
月
以
降
、
本
社
役
員
に
就
き
、
取

締
役
質
蒸
銘
舜
狙
賢
昌
墜
楊
郡
長
な
ど

を

経

て
、
０７
年

４
月

、
代
表

取
締
律
社
長
兼
量
員
盤
冨
勢
⊆
昇
‐■
者
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ながさきたにな
題字は大浦澄泉 県美術協会名誉会長

:Hl代 表取締役会長 釜 和明さん(63)

「新
し
い
野
武
士
集
団
」追
求

次回はかとうフィーリングアートパレエ主宰 ・加藤久邦さんく11月3日 掲載予定>

躍
麟
購
戯
蠅
湖
濾

でもある平野の葉前に立ち、感慨を込める
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およびシニア(60歳ツ_F,の方13割:1致しま, 1-部 の劇場を摯ぐ

一日

）

長
崎
映
画
案
内

櫻Jiiイド蝙,11,健|liギ'


